
 

 

 

秋は落ち葉や枯草と共に、ひっつき虫の季節 
です。「ひっつき虫」は、動物の体にくっついて
種子散布を行う植物の種子や果実の愛称です。
その代表がマメ科のヌスビトハギです。 
ヌスビトハギは、表面に先端がフック状に 
曲がった毛がついているため、熟すと節の部分
でちぎれるので、草むらなどに入った際すれて 
服についてしまいます。他に外来種のアレチノ
ヌスビトハギもくっつくと、洗濯だけでは 
とれません。どちらも強力なひっつき虫です 
ので、ご用心ください。 

空気が冷たくなるにつれ、ぽかぽかとしたお日様の温かさが心地いいですね。 

保育園では、お散歩に出かけながら、落ち葉集めやどんぐりひろいを楽しんで 

います。秋の自然は子どもたちにとって宝物でいっぱいのようです。皆さんも 

楽しい秋をお過ごしください。 

 

土の中でおいもたちが元気に育っています。 

何やらみんなでトレーニングをして、体を鍛えているよう 

です。何のためでしょうね。 それは、いもほりにきた子ども

たちと、ある勝負をするためなんです。 

おいもたちの意外な（？）日常の光景と、来たる日のために 

真面目に準備する姿が、おかしいやらかわいいやらの楽しい

絵本です。 

 

さてさて、どんな勝負なのか、そして気になる勝敗は？ 

絵本を読んでのお楽しみ！ 

あき 
 

 

〇現在はコロナウイルス対策として、園外の方との交流を自粛させていただいて 
いますが、園外の活動では参加していただけるものもございます。のびのび通信や 
ポスター、ホームページにてお知らせをさせていただきます。 
 

〇子育て相談は電話、FAX にて、いつでもお受けしています。 

TEL：０４２－６７３－５５６４ FAX：０４２－６７３－５５６５ 

 

 

野の花・虫図鑑身近な野の花や虫の紹介です 「マメ科のひっつき虫」 

『さつまのおいも』 

作：中川ひろたか 絵：村上康成 

 文研出版 

今月のおすすめ絵本 

 子どもたちが喜ぶ 
わらべうた・ふれあい遊び紹介 

「おべんとうばこのうた」 

童心社 

 

NO.８ R４．１１．１５ 長房みなみ保育園 

  

 

 

長房みなみのびのび通信 ヌ
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１♪これっくらいの    

おべんとばこに 

 
２♪おにぎり 

おにぎり 

ちょいとつめて 

 

 
３♪きざーみ 
しょうがに 
ごましおふって 

 

４♪にんじんさん・さくらんぼさん・しいたけさん・ごぼうさん  

 
５♪あなーのあいた 
れんこんさん 
すじーのとおった 
ふーき 

＊最後は「いただきます」をして
親子で「むしゃむしゃ」と食べる
真似をして「おいしいね」とやり
とりをしたりお子さんの好きな
食べ物にアレンジして遊んだり
楽しんでください。 

遊びかた 

あてぶりや、おかずの名前を数字で表現する色々な 

手の動きが子どもたちの興味を引く、昔からある手遊びです。 


